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1. はじめに 
近年,テキスト（単語・文・文章）に対する感情情報処

理[1]が注目を集めている.その一例として特定の文が

「喜怒哀楽」どの感情に当たるかを推定する研究がある

[2].テキストから感情を判断するためには,テキストがど

の感情に当たるのかを定義した感情辞書が必要になる.そ

こで,研究者の主観を排除でき,メンテナンスの容易な自

動の感情辞書構築が求められている[3]. 

従来では,人手によりテキストがどの感情に当たるのか

を定義し,感情辞書の構築を行っている.しかし,人手を用

いた辞書構築手法では,多くの時間とコスト（労力・手

間）が必要となる.そのため本研究では,まずSNS上から顔

文字付きの文章データを収集し,顔文字に対応する感情表

現を正解ラベルとする.次に顔文字を除いた文章データと

ともに,記録したデータセットを感情辞書とすることで,

感情辞書の自動構築を行っている[8]. 

本論文では,人手を用いて作られた感情辞書と,本研究

の自動構築された感情辞書を用いて,感情分析のための分

類器を作成し,分類器の正解率を比較する. 

 

2. 感情分析に用いる感情辞書の構築 
 テキストから感情を判断するためには,感情を含んだ

単語や文章がどの感情に当たるかを定義したものが必要

となる.本論文では,感情極性分類用の感情辞書を用いる.

感情極性分類では,最もシンプルな感情モデルであるネガ

ティブとポジティブ(感情極性)を扱う. 

 

2.1人手による感情辞書の構築 

小林[4]らは,約5千件の用言に単語感情極性対応表[5]

を用いて,評価極性情報を各用語に付与した,日本語評価

極性辞書を構築した.表1の日本語評価極性辞書は,「ネガ

ティブ,機嫌を損ねる」のようにラベル（感情極性）と用

語データ（単語・文）から構成されている. 

 Suzuki[6]らは,2015年から2016年ごろのTwitter文章を

対象に,Twitter日本語評判分析データセットを構築し

た.Twitter日本語評判分析データセットは,最低4名以上

の作業者により評価を行い,多数決により各文章（ツイー

トID）にネガティブ,ポジティブ,ニュートラル,無関係の

4つの感情表現を付与している.表1のTwitter日本語評判

分析データセットは,「ポジティブ,コンビニでプリント

アウト、簡単スピーディで宜しいじゃないか。確認用に

は十分。」のようにラベルと文章（1つのデータセット中

に複数の文が存在する）データから構成されている. 

本論文では比較のため,日本語評価極性辞書に合わせた,

ネガティブ,ポジティブのみ付与された文章データ約3万

件のTwitter日本語評判分析データセットを利用する. 

 Twitter日本語評判分析データセットには,著作権など

の理由により,ツイートIDを本文の代わりに収録している.

そのため,各ツイート文章は再取得が必要である. 

 

 

 

表 1 人手により構築された感情辞書 

 
 

2.2感情辞書構築の自動化手法の提案 

本研究では,Plutchikの感情の輪[7]を元に8つの感情分

類（喜び,信頼,恐れ,驚き,悲しみ,嫌悪,怒り,期待）を感

情モデルとして採用している. 

我々は,Twitter APIを利用し表2に示される顔文字付き

の文章をTwitter（SNS）から取得している. 

 

表 2 感情表現の決定に利用した顔文字 

 
 

本研究では,SNSから顔文字付きの文章を集め,顔文字

（表2）に対応する感情表現を正解ラベルとし,顔文字や

不要な情報（表3）を除いた文章データとともに記録した

データセットを感情辞書としている. 

 

表3 データセットの加工 

 
 

本研究の感情辞書は,取得したTwitterの文章の顔文字

から求められる感情表現と,顔文字を除去したTwitterの

文章のペアから構築される. 

感情辞書は約7万件の文章データを取得し,多くの文書

に共通して出現する重要度の低い単語や,重複データなど

を省いた58,619件の文章から構成されている. 

本研究では表2に示すような,8分類用の感情辞書を構築

している.本論文では感情極性分類での比較を行うため,

本研究の感情辞書を日本語評価極性辞書に合わせた,感情

極性とした.各感情表現（8つの感情ラベル）は,ネガティ

ブ（恐れ,驚き,悲しみ,嫌悪,怒り）とポジティブ（喜び,

信頼,期待）の感情極性に分けた. 
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図 1 人手による感情辞書の構築 

 

 従来では,図1のように人手によりテキストがどの感情

に当たるかを定義し,感情辞書の構築を行っている.しか

し,人手を用いた辞書構築手法では,多くの時間とコスト

（労力・手間）が必要となる.また,人手を用いた感情辞

書は,必要な感情表現が増えた際や再構築の際に,再度人

手で作成しないといけないため,メンテナンスも容易では

ない.そこで,研究者の主観を排除でき,メンテナンスの容

易な自動の感情辞書構築が求められている. 

 本研究の感情辞書は,顔文字付きの文章データを集め,

各文章データに対して,表3のように顔文字による感情表

現の定義を行っている.これにより人手を用いない感情辞

書の自動構築を実現している.そのため感情モデルが変わ

った場合やデータセットが足りない場合など,必要な状態

に応じて感情辞書を自動的に構築することが可能である. 

 しかし,感情辞書の自動構築手法は,手法の特性上辞書

の品質を低下させると考えられる.自動構築辞書は,1つ1

つの文章データに対して,人手による厳密なチェックが行

われていないため,重複データや余分なデータが含まれて

しまう.そのため表3のようなデータセットの加工手法や

重複データを省く必要がある. 

 

3. 感情分析による提案手法の評価実験 

本論文では,人手を用いて作られた感情辞書と,本研究

の自動構築された感情辞書を用いて,感情分析のための分

類器を作成し,その分類器の正解率を比較する.また,感情

辞書比較のため,形態素解析,ベクトル化,学習モデルは本

研究の手法を適用し比較する. 

本研究の感情分析手法では,LSTMネットワーク[8]を用

いて感情辞書を学習し,構築した学習モデルを用いて感情

分析を行う.感情辞書の各文章に対応する感情表現を正解

データとして学習させる. 

感情分析において日本語を扱う場合,形態素解析が必要

となる.そのため,各感情辞書の形態素解析には,形態素解

析ツールMeCab[9]を使用する.また,自然言語を機械学習

で扱う場合,何らかの方法で文章をベクトルデータに変換

するベクトル化手法が必要となる.そこでベクトル化には,

与えられた単語（語彙）に対して順番に数字を割り当て

る最もシンプルな手法を用いる. 

 本研究の分類手法を用いて,各感情辞書を適用した分

類器の正解率を表5に示す. 

 

 

 

表 5 各感情辞書を用いた分類器の正解率 

 
 

 本研究における自動構築した辞書を利用した分類器は,

従来の人手を用いて構築した辞書とほぼ同等の正解率を

出すことができた. 

 本研究の自動構築手法を用いて構築された感情辞書は,

従来手法の人手による感情辞書に比べて,短期間でデータ

件数の多い辞書を作ることが可能である.また,感情モデ

ルが違っても,その感情に対応した顔文字を用意すること

で,比較的簡単に多くのデータを収集することができる. 

 

4. おわりに 
本論文では,人手を用いて作られた感情辞書と,本研究

の自動構築された感情辞書を用いて,感情分析のための分

類器を作成し,分類器の正解率を比較した. 

本研究における自動構築した辞書を利用した分類器は,

従来の大規模な被験者実験を用いた手法とほぼ同等の正

解率を出すことができた. 

本研究の自動構築手法は従来手法に比べて,短期間でデ

ータ件数の多い辞書を作ることが可能である.また,感情

モデルが違ってもその感情に対応した顔文字を用意する

ことで,比較的簡単に多くのデータを収集できるので,メ

ンテナンスも容易である.そのため,研究者の主観を排除

し自動の感情辞書構築が可能だと考える. 

今後は,複数の感情表現を用いた感情分析を行う際に,

感情極性分類を組み合わせることを考えている.これによ

り,分類範囲を絞り,複数の感情表現を用いた感情分析を

行う際の分類器の精度向上を目指していく. 
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